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抵抗線法による産薬用爆薬の爆沸特性の測定

(2)･抵抗線プローブの検肘

果 ● EJJ 英 司事 日下 .I,1; 正 夫暮暮

産薬用爆発の諸爆轟特性の研究に必重な各種抵純良プローブを紺るために.時間応答性.旺

ノ)またはイオyに対する応答性,ノイズ等に関して基礎的な突放と検討を行なった｡

抵抗線プローブはイオンプローブと圧力プローブとに分けられ.各々のプローブの間磁点.

各穂設計および特徴等を検討し.産業用爆薬の脚定に適当なプF7-プおよびg!用したブ1,-プ

を脱明した｡

1.序

産菜用爆薬特にスラリー爆薬,ア･/フォ爆薬等は.

連流爆述部定法によって研究さるべき問題がまだかな

り訣されているように想われる1)･℡)｡ われわれはそれ

らの諸問題の研究に抵抗線式連辞爆連邦定法を適用す

るために前報I)においてまず装匿および粥定系につい

て検討した｡

抵抗線ブロー･プは既によく知られているようにlI,

爆発中に爆轟波の進行方向と平行におかれ 爆藤波の

作用によって酵時に如紡する一対の抵抗線と接地昭極

(嘩線または金属管)から桝成されている｡

このような抵抗線プローブの設計に関しては既にか

なりの報告があるがlM).それらのブtz-プは栴密す

ぎて作架が容易ではない.薬中への押入および薬中で

の床持や維持が四姓である.国内では適当な材料が入

手できない.産業爆薬のように一般にかなり長い籍薩

にわたる脚定には適当ではない.爆頼政の作用に対す

る感庇が適当ではないといったような欠点をもつもの

が多い｡

われわれは産薬用爆薬研究用の各位B的に適合する

ようなプローブ技術を叩兄するために.基礎的な突放

を行ないpTti検討を行なった｡当報Ia'･には.プローブ設

計の際に来襲な各級ブt,-プの時間応.方位.保身法の

作用 (イオン化およびr1.7;旺力)に対する応答性に関す

る突放抵触および爆轟ガスの電気抵抗および各唖ノイ

-Lについての検討岩兜苛について述べる｡各プローブ
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の適用例および産熱用爆苑の伽蕗特性の脚定縦 につ

いては次報以下に述べる｡

2.抵抗捜および拭料地再

抵抗線プローブに使用した抵抗線は引張り強度.細

工の容易さ.適当な抵抗倍ということから.主として

0.08mTTt少の棟 (披額されていない)および地紋(エナ

メル披捷された)ユタロタル線(NikrothlLx-Wire,

Sweden,Kantht批判)を似 目した｡)III夜長当りの

紙状仙土名n_ll264.69/Illくロットによって少し炎

なる)で.この級は Ni75,Cr20その他5の合金で

ある｡この他に非n'に浪いプローブには 0.1.0.15.

0.2mmさく抵抗は各々171.9a/m.76.399/m,42.99

9/m)の裸 または エナメル披税のカ./タル線 (Swe-

den,KanthI社魁)も使用した｡

抵抗線の固定.確実な竣蝕.間隙の充填またアルミ

屯鰐皮膿形成時の軸 の陳硬のために.苛同曲料シル

べスIP255および弔砲按新剤シルべスIP357(い

ずれも徳力商店製で多血の銀粉が混入されている)を

使用した｡

プローブの応答性を洗畝するために各8Ttの爆茄.苛

煤線を試料とした｡強い爆薬の代衣として圧墳テ tリ

〟 (密度 1.54), ぺytライI (密JB:･1.6SPETN/

TNT.5岬 ).および PETN または RDX軌 産

業用爆薬の代演として榎および薪桐ダイナマイト.お

よび CaPSen8itivcスラリー雌発 くll木工挽製エナ

ーゲル M.A-2),封い方の代よそとして鵡厳メチル.

昭和化成品製妨二唖前任線等を用いた｡PETNおよ

び RDX掛土8mmO.D･,6mmI.D･のアルミ管,

14mmO.D..9mmI.D.の鉄管または 12mm0.D..

10mmI.D.のガラス管に0.7･J.9g/ccの浜唄密度
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で装填した｡各々の管の長さは 7-20cm である｡2

号擬ダイナマイtは25mTn少,新柄ダイナマイトおよ

びスラリー爆薬は 30mm少で100または200gの茶

旬を使用した｡

3. 義援と実験方法

脚 こ報告l〉した其重曹式定電耽襲鑑を蚊用し.プロ

ーブを取付けた爆薬は密閉型爆発釈放室内で爆発させ

るために.オ･Jシロスコープのすぐ個に定屯放浪匿を

おき,プローブと定電洗装紀聞は RG一弘A/U,RG-

63/U.3CI2V のいずれかの高周波同軸ケーブル 15

-30m で接放した｡ この電気部定系は当乗取に使用

するプローブ抵抗値と爆薬条件の砥田内{･は十分な時

間応答性をもっている｡このことは前報に述べた理港

および奨晩によって予め確盈した｡

Iリガー旺特に起爆点近傍の現象が盈粟な場合には

6号花見珊 または既料爆薬の適当な位匿にイオyギ

千,ブをおき,パルス成形LでI侶号をオッシロスコ

ープの外部 日 ガ-端子に加え単斡引とし.それ以外

およびプローブ銑鉄の場合には内部僻号による坤締引

とした｡オアシログラムの取掛 王ポラロイドフィルム

による｡

まず考えられるいろんな タイプのプローブを耽伸

し,それらのプロ-ブを串爆線に沿わせるかまたは適

当な容磐中に生薬した砂状高扱爆薬中に押入して釈放

を行ない,取扱いの容易さ.爽用性.性低等を故附

し,次いでこの括晃から適当と思われるプローブにつ

いて.ダイナマイIやスヲ9-爆薬啓を用いて爽散的

に吟味した｡その他に二.三の帆遊脚 について検討

を行なった｡

4.集散拝具と検肘

4.1 イオンブE)-ブ牌

イオソプロ⊥1は爆薬爆泰時の爆轟静およびそれに

よって生じた衝撃波帯が強くイオy化されIl).プロー

ブ罷穫間がほとんど萄通状態になっていることを利用

する｡ A.ら.An8tCrS)らは CotnpBを終堺 した

2inO･D･x与inT･D･x25in長の鉄管中に No･40
AWGニクロム線のみを挿入した方法で良好な披形を

待ているが,PETN,RDXT粉についてのわれわれの

突放では苛通称の電気抵抗が無視ICきず,また非常に

大きなノイズが現われた｡ Fig･111に RDXを装薬

した鉄管の中心部に棟ニグロタJt,線を押:入 し.寵流

270mA の時に,Fig･1-2に RDXを洗薬したアルミ

管の管壁近くに裸ユタロタJL,線を沿わし,喝流 60mA

の時に得られたオブシログラムを示す｡

このような-X験から.電極間電気抵抗が抵抗線の単

位長当りの抵抗値に比鼓して無視できないような時に

Y41.3T,No.2.1m
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テIブルやぺytライI(この壌合には舷抗線を加熱

することにJ:.>て都合よくブEl-プを放匿できる)で

は.鹿野に花穂間際を的飾することなしにノイズのな

い良好な軌弥が柑られた｡任中皮の場合や盛洗用爆薬

の場合はもっと威中に喝伍開放を塩魚としなければ良

好な括射王得られない｡

抵抗級と接地称体間に抽臣体をはさめば.一定の故

小間験を得ることができるが.ピエールテープ.セt7

テープ,ポ9エチレyシート.アルミチープ等のプラ

スチックチープおよび糊剤のついたテープまたエポキ

シ系接着剤.アロya.ポyr.セメダイン帝を好く

逸って弛晩物とした時には.金魚尋適が得られないか

または竜塊に大きいノイズがあらわれた｡蒋い油紙.

エナ}ル,ヲタカ一等は柘分子絶縁材よりもわずかに

良い結果を与える｡

1);InsulatednikrothAtWire
i8placedAIorlgAIphte.Hori方.;SpB/diy,Current;

210mA,ChEge;Detonat
ingCord.2)TwistedwirepEObeishserledintorrL

ethylnitr8teiAghsstub
e. HoriZ.;5〝8/diy,Cu

rrent;230mA.Flq.2 IoniELllionprobetest.

線に垂られた沖いエナメル故蛭を絶縁体とすれば,

低密度届改称薬中で

も良好な結果を柑ることができる｡Fig.211は1本の邸爆枚とアルミ坂間に地線

ニタロタル線を沿わせた切合に縛られた波形{･.2ヶ所の大きなノイズは抵抗線を固定

したビニールテープのために生じた

ものである｡高分子テ-ブお.tび接必剤等は喝横間にある時の他.プローブの近傍および脚むよ

うにおかれている時もノイズ瀬となるようである｡線をより確乗に帝茄させるために.棟ニタロタル線 と0.2-

0.3mm≠エナノJL,線または始良三タロタル線と0.4nJn卓銀線をよ

り線 (1-3回/CTTI)とした時には.砂状高政

爆薬中では良好な波形が柑 られたが.スラリー爆薬.

ダイナマイI中ではわずかにノイズを生C,萌巌メチ

ル中では Fig.2-2に示すように,裾軽閲筒先抵

抗がかなり高くなり.着るしいノイズを生じた｡姶良ユ

タt)タル線と0.4mm卓銀線のより線プローブを

榎ダイナマイtに押入して得た波形をFig.311に示す｡

ダイナマイIの助合にはプローブを挿入した時に,薬とプローブ間にわずかに虫酸がで



エナメル線と 0.4mm4地 をより線とし.それを導

爆線に沿わせて串適状腿を調べた｡良好な苛遜状態を

示す水平直線軌跡が柑られたために.より大きな線径

の薄いエナメル皮喋の抵抗線を使用するかまたはもっ

と線径の小さい縛い3E:ナメb,被礎の抵抗線を使用すれ

ば.産兼用爆薬や苛爆線の爆迎脚定に対しても良好な

波形が得られると推潤される9

0.08mm卓 エナメル被報抵抗線と0･4mm≠銅線を

より線としたプローブにシルぺスtを逸ると.スラリ

ー爆薬での典故で得られた Fig･3-2に示されるよう

な金尿捷蝕型ノイズ (後に脱明する)となる｡Figll,

2および Fig.3-1に示されるような不規則な高周波

の此故的大きな振鴨のノイズがイオン罫通を利用した

プローブで生ずるノイズの特歓である｡

Horiz.;5fL?/di
y,Vert.I,2V/Jiv,Current;200mA.CA

ble･,3C-2V,15mFiq･4 08ciuogrAm.Obtained

with twistedwireprobehppedwithTinfoilAl

ongadetonatingcord.

より線プローブにスズノ､タ (洋椀感度釈放用の

ものを使用.アルミハクよりも細工が容易である)を

こ蛋巻きとしたプローブで.1本の帝爆線に給 わせた

場令,ある屯田のより教の時には Fig･4に示さ

れるような洩朋的な振動波形が現われる｡これは爆諌故または

術撃汝両がプローブに対 してある角度をもち.しかも抵

抗線がらせん状となっているために,急激な故小な屯圧変化が生じ.弗擬 し

て大きく現われたものと思われる｡このプローブを帝爆線3本

の中心にまた粉状高故爆薬中に押入した時には.ノイズのないき

れいな直線軌跡となる｡このような場合に

は通電電戒を例えば 30mA と少なくしてもノイズは生じな

い｡またスラリー爆薬やダイナマイI中でもノイズは現

われ ない｡ただダイナマイI中でプローブを挿入した時

に薬とプローブ間に亜除ができた時にはまきつけたス

ズ-タの厚さが一株でないこともあって金昂接触型ノイズ

が現われることがある｡このタイプのプローブではイYol.IT.No.2.1wl オyの作用というよりも圧力の作

用がより正夢な役湖を浜じているように思われる｡4.2 爆毒ガス

現先抵抗とJイズについて爆南淡帯や空気中衝撃汝帯で

は非'A'に罷免伝帝庇が高く,したがってそれらの披婿に

適当な喝穂をおいた時には電気抵抗は非常に低い伯とな

るといわれ てい那 )･IO)｡嬢轟故笛やそれにより周脚

空気中に生じる衝撃波帯での罷免抵抗のオーダを知 るため

に 10mmLD の長いガラス管に,抵抗線プローブの代りに二本の 〇･4mm≠

轍 を管内で互いに断面の在径間嶋に位任するように同定し.管の適当な

位匠まで装填中皮0･8g/ccで PETNを.そして毅墳密度 0.9g/c

cでRI)Ⅹ を装薬し現先抵抗の変化を観即した｡電極の形状を Fig.5-1,PETNの典故で持た波形を Fig.

5-2,RDXの共政{･得た波形を Fjg.5

-8に示す｡喝免抵抗は PETN中で 90-110D,RDX中で 35-40

0,衝撃波中{･3-209 となっている｡電気抵抗 R (D)と罷免伝苛虎 q(a/cm)の関係

紘,R=K/Qによって衣わされ Kは砲塔の大きさ.形状

.配匠おJ:び爆轟波伝革帯の形状,略啓によって決

まる定数である｡当乗故の場合にIL 坤位長当りのKを伝導肝が無限平面の場合の 1/2-1/5とし,伝導

帯の解を1cmとすれば.K-1-2.5cm~L

となる1㌔伝導帯の軌 王M･A･CooklIIによれば 5.l



Propagatl'ondirection⊆====E
...川.__Air ElectrodeToconstcurrent

supply

1OrrLmi.d,30cmLone_gf.asstube

1):DctAitoErc8;8tLLnCeProbe2):PETN;Chzlrgelengtll;9.6cm,Hdriz.;10

lFLS/diy,Vert.;10V/d
iy,Current;210mA.3):RDX;Chargelength;13･8cm,Horiz

･;10fβ/div,Vert.;5V/diy
,Current･,210mA.Fig.S RC8i8tAnSChangeindetonAtiortw

are8hockwareil

lair.ない｡これらのことは今までに述べた

突放抵先と一致している.,Fig.5-2.

5-3で空気中衝撃波の部分で罷免抵抗が低くなった

のは,筒先伝導度が高くなったためというより10I

･Il).空知中で訴撃故が比駿的に餌が一様な一次元法に近くなり.また

餌が増したためであると考えられる｡イオンブt

7-ブ{･前泡状腿となるのは爆也波の部分のみであ

り.しかも花市泡状感の部分は非常に鱒がせまく,か

つ論述でid過するためにそのような波がプロ-プに作用した時

に.瞬間にしかも十分な萄通がなければ.屯擬閑

職免抵抗は拓くなり.さらに覇週がなくなった場合には船号砲虻はプローブ制限乾正にまで

変化してしまうために.大きな振鱒の高周波

ノイズを発生することになる｡喝撞間閥

験に絶放物が狭まれているようなプローブでは.燦轟波が到達したその瞬間に絶辞が破蟻されな

ければ.覇道不良による大きな挺楢のノイズの

他に.抱簸体即ち済苛体への苅圧力の作用によって屯洗/{ル and ス川.砲術性ノイ

ズ18)等の苑周波ノイズをも生ずる｡これ

はプラスチックテープ.糊剤のついたチープ

および高分子接着剤啓が衝撃破壊に対して憩い

抵抗性をもつことによる｡これらの高分子剤は電擬間隙に

ある時だけでなく朋閲や近傍

にある時もノイズの発生源となるようである

｡JこナノJL,披碇の時l雌 的にノイズ

が少ないから.それは扱轟波によってより容

易に破壊されると考えられる｡またヲセソ懇き

ゃより線としたことは密着効果を助けることにも

役立つが皮膜に盃を与えてもろくする効果もあ

るようである｡このような目的のための地良材は

材兜特にそのもろさと..対圧力併収特性お

J:ぴその停さが訳重な田子である｡4

.3圧カブE)-1軸圧カブロープは燦

轟汝苛または前額鼓笛の抗い正カによって金

属枚を加速するかまたは金属管を押しつぶすこと

によって.その金成と故地 とが金属症飴することを利

用する67･7). まず 2Jnn 角のアクリル角棒に

lmTnl臥 0.5mm涙さの許をつくり.その民放

の中央に株主タロタル線を給わせ.0.1mm厚

さのアルミ衣でふたをしたタイプのプローブを作った

｡ふたの両に導爆線を給わした場合には掛こ煤

缶ガスが入り込み.イオンによる郡通が生じたため

に.そのプローブをスズ-タで二皿をきとした｡ そ

うすると Fig.6に示すように汲形は金

艮抜放タイプとなる｡ このプローブは砂状高政爆薬中では良好

な波形を生ずるが.ヌクリ一燥誰中では時間遅れを生

ずる｡ふたの厚さを持くするかまたは解の疎さを淡く

し.市内重用を減らせば時帆応答性.プローブの感度

は良くなるが.触 抗線と故地電旬間の船 を保つことが

国定 となる｡故 cm毎に接着剤で周定すると,その部

分で故形が乱れ 部分的に時間遅れが生ずるが.非常に

長いプローブの切合にはその波形乱れは開成とならず

.普た大きな棒を使用すれば丈夫{･あるためK共用也があ

る｡このような



1):Horiz.;古ps/
diy.Current;200mA.2):An odizedAl pF怨はurePrOk.

Horiz.;5fB/diy.Cur

reTtt;250mA.Fig.6 PressureProbeTest.

蒋肉･削 ､径のアルミ管は国内では入手が田舟であ

るために.0･01-0･3mm のアJL,ミ静校を手で掛

､て管を'作P,た.わずかな重なり部分をとれば比敬

的にうまく管をつくることができる｡こ

のような管または満の内部での接地金属と抵抗線の絶

執土垂気間際によるものが確気接触の点ではより包ま

しいが.乗麻は手製.{･あるために管の肉夙 強度が

一様でなく.また曲がりや折れにj:iてすぐに軸

路するために乗用鹿 は低い｡このような手製のア

ルミ管に絶舞エタロタル線わみを押入したタイプのプ

ローブについて.スラリ-爆薬粉状高故爆薬中で圧力

応答性および時間応答性を釈験した｡この釈放結果お

よびプロ-プの作り易さ.管の強度苛から

,管の肉厚は 0.03-0.05mm,管の内径紘.

1mm≠以下,普通は0･5mm¢密度が望ましいことが宗され,この

場合にはスラリー爆薬中でも良好な波形が拘られた｡管の

肉厚また管の内径が大きくなり管内空間が増すと.

立上り時聞遜れが生じ,短かい長さにわたる渦定の時は問題とな

る｡1LlmmI･D･の 0･05mm 肉厚の管

中に絶縁エタロタル線を 0･8mm≠鉄線に沿わせて

挿入したタイプ.0･4m叫 轍 とより線として挿入し

た タイプ,0.5m叫 エナメル線にピッチ2咽 /c

TnLcまきつけて挿入したタイプ等のブt7-プIi

.いずれもスラリー爆薬中でも満足な応答を示した｡これら

のうちで扱者ほど応Yol.37.No.2.1978 谷蛙がよくなった｡圧力プローブとしてわれ

われが得た実用的なもっとも正九 時間応答性のJ:いプローブ

は 0･5m叫 仇晩に曲線ヱタロタル線をど,チ20

回/cm でまき.それた シルべスほ 逸って固定 し.

1mm≠アルミ肝に挿入したタイプのプローブである

｡このプローブおよび経線屯航線をより線あるいはヲセ

ソ聴きとして 0･5mm中の7JL,ミ管に挿入した

タイプの肝カブロープはいずれも等軌､爆鞍波や固体

中節撃波に対しても十かこ応答するようである｡

爆発衝撃に対して掛 ･抵抗性をもつブラスチ,クテー

プ･糊剤のついたテープおよび高分子接着剤等を地線体とすれば,その厚

さやアルミ管の肉厚によっても変るが.悪い条件の時に

は疎通を生じないかまたはイオンプローブタイプの大

きな振餌のノイズを生じて其の倍骨はほとんど見分けられない｡また



役立つより圧力感度の高いブE,-ブl土虫気鯛厳により

て弛緑をとる必賓がある｡この一例として.裸三タロ

タル線に 0.02mm≠エナメル線をピッチ20回/ctnで

■まいてスペーサーとし.0.5mmI.D.アルミ管に入

れたタイプのプローブを適当な状値{･3本の専保線の

中心部に沿わせて柵 を行なった｡このプローブは圧
力に対して比良い応答性をもっている｡しかしながら

アJL,ミ管が手製であるために.時 接々点状態が一様で

なくなり.戒衷振動波ノイズを生じた｡ このタイプの

プローブは共助 土短かい長さで特別の場合にのみ必要

とするのであるが.適当なプローブの作製には適当な

材料の入手.加工装位作製等が必賓{･.このタイプの

プローブ技据開発は今後の問題として残された｡

4.4 適切なプロ-1の選択

度薬用爆薬用の抵抗線プローブとしてIt.100g 1

本の崩匂長に相当する 15-20cmから1m程度まで

の長さの爆発乗取壷内での鵡定用と.1-5m 以上の

長さの尭破装薬孔内での抑充用とが必要であり,また

特別のこ油定用としては 10cm以下の塩かいプローブ

も必賓となる｡短かいプローブは十分な圧力またはイ

オ./応答性および高速時間応答性を必要とするが,負

いプローブは鹿野な時榊応答性を必葬としない｡圧力

プローブを選ぶかイオyプローブを選ぶかは,爆薬条

件,脚定条件および邦定対象現象等によりて決 まる

が.産業用爆薬の一般的甜定にはいろんな感庇のもの

を作れる圧力プローブの方がより適している｡

イ*ソプローブは碓典な時間応答性をもつので.確

率な時間関係を得たい場合および箆かい長さにわたる

軸足の時に都合が良いが.ノイズをなくすることに工

夫を賓する｡一方圧力プローブはその通喝fE乾がノイ

ズに無関係であるために.非常に長い範EElにわたる測

定に特に適当である｡これはまた喝免田管を使用する

現場に高い馬匹租源を持ち込まないこと,また定喝洗

寵軒をIヲ yジスター回路で筒榊こ小型に榔成できる

こと苛の点でも有利となる｡

イオyプローブとして共用したのは 1mm少 鉄線

に.0.08mm中絶稜ユタロタル線などプチ 20回/cm

以上で奄いてシルベストで国定したタイプのプローブ

(Aプローブ)である｡小径アルミ管を使用する圧力

プローブは手数の管のために.爆薬中に挿入する際ま

たプローブを取付けた爆薬を取扱う際に折れたり曲が

ったりするために.20{m以下の旋かい長さにしか用

いなかった｡0.5-1mmⅠ.D.,0.03-0.05mm の厚

さのアルミ管中に 0･08mm中絶繰言タロタル線と0.4

mm¢銅線とピッチ 1-5回/cm でより線として挿入

したタイプ (Bプローブ)および0.3-0.5m叫 3E･ナ

jJL,換または鉄線にビプチ 20回/cm以上で聴きつけ

シルベスIで国定して押入したタイプ (Cプロ-プ)

を乗用した｡

2-10mm卓アク9JL,樺に僻 1mm.深さ 0.5mm

の稗を作りその底部中心缶に裸ニグロタル鼓 を沿あ

せ,0.05mm厚さのアルミ境でまいたタイプのプロ

ーブ(Dプt7-ブ)は装填孔内での油定に用いた｡徹

の継臨床掛王政cm喝脂でシ ,̂べスIで国定して行な

った｡その部分で披形が乱れるが大きなノイズと旺な

らないので.勘定長が長い場合に旺十分使用できる｡

0.08mm≠縫良三タロタル姓と二本の0.4znJn≠角

扱 く二本の鼓とした方が単位長当りのプローブ抵抗値

を一定にできる)と 1-3恥 の田舎で 上り線 と

してその上にシルべス Iを逸りより鼓を国定し,その

上にスズハクを二放 きとしたプt7-プ(Eブt=-ブ)

が産薬用爆薬の一般の油定に虎も適当であった｡ISの

プローブは敦cmから鼓mの兵書まで比較的容易に

作ることができ,しかも柔軟性があり.取扱いも容易

でしかも乱暴に収扱っても故拝せず,薬包への挿入ま

た薬包中での保持も容易である｡短かい薬包および多

数の薬包を避ねた長い距鮭にわたる軸定に,また発破

現場での数m以上の装薬孔内の測定等いろんな状況に

うまく使用することができる｡

以上5胡塀の抵抗線プローブがわれわれが今までに

共用に供した代兼的なプローブである｡Eプローブは

あらゆる軸足に適し,Dプローブは装薬孔内での.A,
BおよびC7°-ブは爆発乗験室内での油定に適して

いる｡これらのプローブが最適であるとはいい放く.

さらに改良の余地があろう｡その方向はいままでに述

べた乗験および検討着果によって示されている｡

5. 稔 括

1. この抵抗線式速成低速粥定法は爆速の変化を連統

的に追跡できるから.苑句中の爆轟波の進行状況を

研究するのに適している｡産業用爆薬の諸爆轟特性

の脚定を行なうには.爆薬の特性と謝定現象に応じ

た適切な抵抗線プローブが.即ちプローブの大きさ

と長さ.作製および取扱いの容易さ,薬包への挿入

および薬包中での保持.折れやまげに対する教書.

圧力またはイオy応答性および時間応答性等各部段

階のいろんなプローブが必奏である｡そのために基

礎的な轍 と牧村を行なって,産業用爆薬の研究に

必要なプローブ技術を開発した｡

2･ 抵抗線プロ-プにIL それを使用して得られたオ

ブシログラム上にあらわれたノイズから判定して.

触 波での強くイオy化された状感を利用するイオ

yプローブと燥軽波の高圧力を利用するEEカブロー
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プとがある｡開プローブの各櫛痩W.特赦噂を述べ

た ｡

3. イオ･/ブp-プではノイズが岡畑となるが.もし

ノイズがあらわれなけれl摘 発な時間応答性をもつ

ので,時Fu)朋係を桁帝に内定 したい時に有刺に利用

できる｡イ*yプローブの感度およびノイズには.

爆薬の特性 (爆沈.救助密度等)の他.確度聞隊長

遜罷屯配.プロ-プ形状および屯撞閉般聞絶録物の

材乳 傍屯特性および厚さ等が関係する｡掛 こノイ

ズおよび屯曳抵抗に関して検討し.産業用爆薬に適

当なプロ-プの放計について述べた｡

4. 圧カブt7-プは時間応答性が問屈となるが.いろ

んな感度特により低い圧力にまで応答する感度をも

つプローブを得ることができ.産薬用爆薬の一庇の

油定にはこの圧力プローブが有利に使用できる｡

5. 乗用に供したS概のプローブの設計.適用喝BI等

を祝明した｡
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expbBIycBbythercBbtzuLCewiremethod

(2) R牡 e8rChonresiBbtICe騨ObeB

byE.Kurod&*andM.Kusahbe+書

ThereSitAnCewiremetl10dissuitableforinvestigatingthedetonationinthein-

dustrialexplosivessuch8Sinitiation,build-up,aJldirregularpropagationoEit,becAuSe

ofitsAbilityoEcontinuousobservadonof.thewavevelocity. ForthiSmethod.we
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requireadequateresistanceprobesincetheircharacteristicseuectSeriouslyonthe

correctnessAndtheprecision.

Wepreparedvariousprobeswhichweredividedintotwogroups;ioni之8tiontype

andcontacttype. Theyweretetsedfortheirtimeresponse.sensitivityAndioni姐-

tionorpressureindetonationwave. Fortheseresults.itwasfoundthatthetime

responswasthemostimportantPOintindesigningthecontacttypeprobesandthe

noisecausedbyresistancevariationwasthemosteGectiveinde軸ninggoodioni払 -

tiontypeprobes. Amotlgthetestedprobes,丘vetypeswerefouJ)dtobesuitablefor

practicalApplication.

(●NippnKokiCo.,Ltd.Shit)baShi-SahLraBldg.2-36-1,NiShi-Shinb8Shi.Minato-

ku.Tokyo)

(++NAtionalChemicalLatDrAtOryEorIndustry,7thDivision)

ニュ ー スmlH]mHHniTtlLrEmiiiiiiiiil享巧
AvJtlTt81qrnlle40スラlJ-は採石場の

発破を改沓する

IrLdiAfIA州の St.PAtLl採石会社は砕石と石灰の

屈指の生産者である｡この成功は効果的な発破によ

るものである｡

St.PAuI採石会社は AtIStiFISIurmite40スラリ

I.AtJStiniteSOT.AustinitelSの発破m.館管,

Austin40ReinEorcedの帝爆線を使用している｡

糞任免の LeroyShw氏に.tれば r私達は12年

もAustinの火薬を使って発破をしてきたが.何時

もよい結果を持ている｡しかし庇近lt火薬を選定す

ることで.安くて更によい発破ができるようになっ

た｡ (岩武)

E/MJ-January1976

以上
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